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試験期間

試料名
　分子式

　構造式

アントラセンの分解度試験成績報告書

　昭和49年ノ0月30日～昭和¢9年／・2月／ノ日

　アントラセン　 （試料！匠K－74）

　σ14Elo

3　試験方法及び条件

総三三／…一一　…・

　3／　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　32　酸素消費量測定

　　　　　ユ／の記録による

　3・3　生分解試験後の直接定量法

　　　（a）　使用分析機器

　　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　　　　　ガスクロマトグラフ　　検出器　Fエ1）

　　　　　　（以下余白次頁に続ぐ） ＝耀

　　　　　　　雫臓臨，×、．

　　　　　　　　　　【

，姦篠函
　　　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　　　波　　　　幅　　．　300～¢0」On皿

　　　　スリット幅　　　　　4凹し

　　　　　使用セル　　！0剛×！0胤

　　　　ガスクロマトグラフ〔αC）検出器

　　　　　キャリアガス　　　N2　∠2暫

　　　　　充てん剤　’多アピエゾングリースL／クロモソ〃マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80～ノ00メツシ。ユ

　　　　　ガラスカラム　　　・2篇φ×2伽

　　　　　昇温温度　　／7群℃→210’G
　　　　　　　　　　　　　　μ分保持，速度3℃／仙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アド　　ロ　　　　て

　　　　　　　　　　　　　分讐蟄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上
　　　　よ　そ　の　他

　　　　　　操作上、特に問題となる点はなかった。

　（b）分析試料の前処理

　（c）　分析条件

農　試験結果

分解度移

酸素消費量による結果 五9

吸光光度計による結果 36

（｝　C　による結果 05

以　　上


